Panasonic 


取扱説明書 Operating Instructions 
ワイヤレスオーデイオキット 
Wireless Audio Kit 


品番 SH-FX 已 70R 
SH-FX 已 70K 

本書では FOMA P 903 i との 
接続を説明していますが 、 FOMA 
P 902旧、 P 902 し P 903 iTV とも才一 
ディ オ接続が巧能です。 

上記(がの Bluetooth 機能対応携帯電 
話との動作については保証していませ 
ん。 

保証書別添付 I ©Bluetooth® 

このたびは、"パナソニック製品"をお買い上げいたださ、まことにありびとうございます。 
•取扱説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 

•ご使用前に「を全上のごま意」（阪22〜2已ページ）を必ずお読みください。 

•保証書は「お買い上げ曰•販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書ととをに大切に保管 
して < ださい。 



イラストは SH - FX 已 70 K です。 


RQT 8940 -S 



















本機ででまること 


SH-FX570R :携帯電話の音楽を Bluetooth ワイヤレス通信機能を使って本機を接続 
した D-snap port 対応の SD ステレオシステム （SC-PM 770 SD、 

SC-NS 已已 0SD など）で聴くことびできます。また、 SD ステレオシステム 
から再生、一時停止などの簡単な操作びでさます。 

SH-FX 已 70K : SH-FX 已 70R の機能に加え、付属の USB トランスミッターを使用する 
ことによりパソコンの音楽を D-snap port 対応の SD ステレオシステム 
(SC-PM 770 SD、SC-NS 已已 0SD など）で聴< ことびでさます。また、 SD 
ステレオシステムから再生、一時停止などの簡単な操作びでさます。 



本機でできること 






















r ち全上のご注意」を必ずお読み<ださい 
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能）使用について 


Bluetooth (ブルートウース）とは ..... 

電子機器同±をワイヤレス（無線）でつな 
ぐことにより、ケーブルを使用することな 
く通信でさる技術のことです。 

■使用周波数帯 

本機は 2.4 GHz 帯の周波数帯を使用します 
び、他の無線機器わ同じ周波数を使っている 
ことびあります。他の無線機器との電波干渉 
を防止するため、ち記事項に注意してご使用 
<ださい。 

■周波数表示の見かた （定格銘板に記載） 


変調方式び FH - SS 方式 

I 


2.4 GHz 帯 
を使用 


電波与干渉距離 
] 0 m 下 


2.402 GHz 〜 2.4 呂〇 GHz 
の全帯域を使用 


能 ( Bluetooth ® 
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ワイヤレス機能 ( Bluetooth ® 機能)使用について 













■機器認定 

本機およびトランスミッターは、電波法に基づ 

く技術基準適合証明を受けていますので、無線 

局の免許は不要です。ただし、本機に!; TF の行 

為を行ラと法律で罰せられることびあります。 

•分解/改造する。 

•本機裏面に貼ってある定格銘板をはびす。 

■使用制限 

• 日本国内でのみ使用でさます。 

• 全ての Bluetooth 機能対応携帯電話とのワイ 
ヤレス通信を保証するをのではありません。 

• ワイヤレス通信する Bluetooth 機能対応携 
帯電話は 、 The Bluetooth SIG , Inc . の定 
める標準規格に適合し、認証を受けている 
必要びあります。ただし、標準規格に適合 
している携帯電話であれば、一部動作する 
ことはありますび、携帯電話の仕様や設定 
により、接続でさない場合びあり、操作方法 • 
表示-動作を保証するをのではありません。 

• Bluetooth 標準規格に準拠したセキュリティ機 
能に対応しておりますび、使用環境および設定内 
容によってはセキュ U ティび十分でない場合びあ 
ります。ワイヤレス通信時はごを意ください。 

• ワイヤレス通信時に発生したデータおよび 
情報の漏ミ到こついて、当社は一切の責任を 
負いかねますのでご了承ください。 

■使用可能距離 

見通し距離約] 0 m し:!内で使用してください。 

間に障害物や近くに干渉機器びある場合や、人び 

間に入った場合、周囲の環境、建物の構造によっ 

て使用可能距離は短<なります。上記の距離を保 

証するものではありませんのでご了承ください。 


■他機器からの影響 

•本機およびトランス三ッターとの距離び近い 
と電波干渉により、正常に動作しない、音飛 
びや雑音び発生するなどの不具合び生じる巧 
能性びあります。機器によりしツ下の距離を保 
って使用することをおすすめします。 
電子レンジ/ワイヤレス LAN …約已 m じ Lb 
電気製品 / AV 機器/日 A 機器/ 

デジタル]-ドレス電話機/ 

ファックスなど . 約 2 m じ(上 

• 放送局などび近くにあり周囲の電波び強す 
ざると、正常に動作しないことびあります。 

• ワイヤレス LAN 内蔵のノー ト型パソコンな 
どでは、ワイヤレス LAN の機能と US 目トラ 
ンスミッターを同時に使用しないでください。 

• ワイヤレス LAN を約已 m の距離を保って 
使用していてを、ノイズや音切れび発生す 
る場合は、ワイヤレス LAN の電源を切っ 
て < ださい。 

■用途制限 

本機およびトランスミッターは一般用途を想定し 

たちのであり、八イセイフテイ用途"^での使用を 

想定して設計-製造されたちのではありません。 

八イセイフテイ用途に使用しないでください。 

※し以下のような、さわめて高度な安全性び要 
求され、直接生命-身体に重大な危険性を 
伴ラ用途のことを言います。 

例）原子力施設における核反応制御/航空 
機自動飛行制御/航空交通管制/大量 
輸送システムにおける運行制御/生命 
維持のための医療機器/兵器システム 
における三サイル発射制御など 



ご巧認<だをい 


はじめにお読み<ださい 


本機（ワイヤレスオーディオレシーパ’一)をご使用いただくためには、む下の D - snappo け 
対応機器が <ぶ要です。 

対応機種： SC-PM770SD" (SD ステレオシステム） 

SC-NS550SD" (SD ステレオシステム） 

• 本機は SC - SX 8 己0、 SC - SX 4 曰0には衣[応してし、ません。 

(対応機種は2日日7年1月現在のわのです。） 

《2日日7年4月発売予定 


本書では 、 FOMA P 903 i と接続して使用する方法を説明しています。 

• FOMA P 903 i しツ外の本機指定の Bluetooth 機能対応携帯電話と機器登録する場合は、 
機器登録したい携帯電話の取扱説明書に従って<ださい。 


• 本機を使用して音楽を聴くには、携帯電話び下記の Bluetooth ノ（ージョンに対応してい 
ることび必要です。 

- Bluetooth 標準規格 Ver .1.1 または1 .2 

•本機を使用して音楽を聴くには、携帯電話び下記の Bluetooth プ□ファイルに対応して 
いることび必要です。 

- Advanced Audio Distribution Profile ( A 2 DP ) 

- Audio/Video Remote Control Profile ( AVRCP ) 

•携帯電話の仕様や設定により、接続でさない場合や、操作ち法•表示•動作び異なる場合 
びあります。 Bluetooth 機能について、詳しくは4、已ぺージをご覧ください。 

• 本機と携帯電話び近くにあってを電波の状態によっては、音び途切れたり雑音び入ったり 
する場合びあります。 

•対応 Bluetooth バージョン、対応 Bluetooth プ□ファイルは2007年]月現在のをの 
です。 


ご確認ください 




本機と FOMA P 903 i をワイヤレス通信状態にしているときに、本機を接続した機器から出力 
される音声は、しツ下のようになります。 


^ ^^ ^ 

接続しているサービス 

A2DP《 

音声電話発信音 

X 

音声電話-テレビ電話着信音 

X 

音声電話-テレビ電話時の呼び出し音 

X 

音声電話-テレビ電話時の相手の音声 

X 

音声電話時の相手の伝言メモの音声 

X 

プッシュトーク発信音 

X 

プッシュトーク着信音 

X 

プッシュ1-ーク時の相手の音声 

X 

メール•メッセージ （ R / F ) 

着信音 

通知優先 

X 

操作優先 

X 

サイトからの i モーション再生音 

X 

i アプ IJ 効果音 

X 

i モーション再生音 

〇 

着ラた®/着ラたフル®再生音 

〇 

SD オーディオ再生音 

〇 

アラーム通知音 

通知優先 

X 

操作優先 

X 

電池切れアラーム 

X 


〇:本機を接続した機器から出力されます。 

X :本機を接続した機器からは出力されず、携帯電話から鳴ります。 

《 A 2 DP :才ーデイオヴービス (Advanced Audio Distribution Profile ) 


ご確認ください 




付属品をご確認くださし、。 



品番は、2日日7年]月現在のちのです。 
変更されることびあります。 

□ D-snap port アジヤスタ （ RFE 0194) 



付属品は販売店でお買い求めいただけます。 
松下 グループのショッピング サイト「パナ 
センス」でをお買い求めいただけるをのを 
あります。 

詳しくは「パナセンス」のサイトをご確認 
<ださい。 


Pana Sense 


http :// www . sense . panasonic . co . jp / 


付属品/各部の名前 


各部のち刖 


本書では、ワイヤレスオーディオレシー 
パーを「本機」、 USB トランスミッター 
を r トランスミッター」 と表記しています。 


SH-FX 已 70 R 

(ワイヤレスオーディオレシーバー) 



SH-FX570K 


SH-FX 已已 0 T 

( USB トランスミッター) 


] § 


• トランスミッターはパソコンの音楽を本機 
を接続した機器で聴く （^20 ページ） 
場合に使用します。 

•パソコンで使用するためには、 

Bluetooth ソフトウエアのインス I ル 
(眠14ぺージ）をしてください。 






















本機を取り付ける 


本機を SD ステレオシステム 
( SC - PM 770 SD 、 SC - NS 已已 0 SD ) の 
D-snap port 端テに接続します。本書では 
SD ステレオシステムを「接続機器」と表 
記しています。 

〇接続機器の [► D . port ] を巧して、 
セレクター の表巧を D-snap port 
( D . port ) に合わせる 

© 付属の D-snap port アジヤスタ 
を接続機器に取り付ける 

凹部、凸部を接続機器に合わせてく 


〇本機を端子に合わせてまつすぐ舆まで 
しつか0装着する 




>接続するときは必ず付属の D-snap port ア 
ジャスタを接続機器に取り付けてください。 
> D-snap port の入出力信号はアナ□グ信号 
です。 

>本機を長時間使用しないとさは、接続機器 
から外しておいてください。 


本機を FOMA P 903 i とワイヤレス通信するとを（頤^ 〇〜13ぺージ） 



本機を取り付ける 












本機と FOMA P 903 i を機器登録する 


本機と FOMA P 903 i との機器登録 （ペアリング) 


準備：本機を D-snap port 対応機器に取り 
付ける。 （0^9 ぺージ） 

〇本機の通信ランプびゆつ< り点滅し 
ていることを確認する 

Q 本機のち横にある PAIRING ボタン 
を通信ランプび速<点滅するまで巧 
したままにする 

本機びペア U ング待機状態になりました。 



PA 旧 ING ボタン 


〇 FOMA P 903 i でな下の操作を行い、 

約己分な巧に登録ずる 

Bluetooth 
登録機器リスト 

2 @ (サーチ）を押す 

携帯電話の周辺にある Bluetooth 機 
器を探します。本機を見つけると、 
「 SH - FX 已 70 R 」 と表示されます。 

3 SH - FX 己 70 R を選択) ► YES 

► 端末暗証番号（携帯電話の暗証番号) 
を入力 

4 Bluetooth パスキー""のテキストボッ 
クスを選択「0000」を入力 

確定 

《 Bluetooth 機能対応機器同±び、互 
いの機器を認証するために使用する 
番号のことで、各メーカー、各機器 
により、名称は異なります。本機の 
場合は「0000」（ゼ0 4個）です。 

登録び完了すると、本機の通信ランプ 
び約]秒間点灯し、そのあとゆっくり 
点滅します。 


本機と F 日 M > P 903 i を機器登録ずる 






•本機と携帯電話は、でさるだけ近づけて登 
録してください。 

• このままオーディオサービス^で接続を行 
ラときは、手順包 一4のあと、「オーディ 
才」を選択します。次ページの操作ですぐ 
に携帯電話の音楽を聴<ことびでさます。 

^音楽を本機を接続した機器で聴けるよラ 
にするサービスです。 


ペアリング待機状態の解除 

ペアリング待機状態のとさ、 PA 旧 ING ボ 
タンををラー度押すとペア U ング待機状 
態び解除され、通信ランプびゆつ < り点 
減します。 


r — デイオヴービスでの接続 


機器登録した本機と FOMA P 903 i をオーデ 
ィオ サービスで 接続します。 

〇本機の通信ランプびゆつ< り点滅して 
いることを確認ずる 

〇 FOMA P 903 i でな下の操作を行う 

1 © ►圖 ► Bluetooth 
► 登録機器リスト 

2 SH - FX 570 R を選択 ► 才ーディオを 
選択 

本機と携帯電話び、オーディオサービス 
で接続された状態になります。 


オーデイオサービスを 切断 するとを 
Bluetooth 
►登録機器リスト 

© SH-FX 已フ QR を選が 

才ーデイオを選択 Yes 
©r ヴービスを停止しまずか？ J で Yes 
を選択 


本機と FOM > P 903 i を機器登録ずる 

穿靈一日に 





携帯電話の音楽を聴 < 


携帯電話の音楽を再生ずる 


前ページの操作を行ラと携帯電話と本機びオーディオヴービスで通信接続でさる状態に 
なります。そのまま下の操作を行ってください。携帯電話の取扱説明書を合わせて 
ご覧ください- 

〇携帯電話で音楽を再をずる 0接続機器の音量を調整する 



•携帯電話をポケットや飽に入れた状態で本 
機を利用する場合、ポケットや飽の位置、 
携帯電話の向をによっては雑音び入ったり 
音声び途切れたりすることびあります。 

•本機を接続した機器から、メールやメッセ 
ージ ( R / F ) の着信音やプッシュ!ク 
の着信音、アラーム通知音や電池切れアラ 
ーム音は鳴りません。また、音楽を本機を 
接続した機器から再生中にのことび起 
さると、本機を接続した機器からの音楽は 
停止しますので、音楽び停止した場合は、 
携帯電話を確認してください。 

このとを、オーディオサービスび切断さ 
i れる場合びあります。 
g その他、本機を接続した機器から出力さ 
占れる音声については、7ページをご覽く 


• iU 下のとさは、音楽再生び停止します。 

-音楽再生中に電話着信したとさ 
-音楽再生中にメールやメッセージ 
( R / F ) を受信したとさ 
接続機器の [► D . PO け]を]回巧すと、 
自動停止したところから音楽再生び再開 
されます。 

使用環境などによってはオーディオサー 
ビスび切断される場合びあります。 

音楽再生を再開したいとをは、]]ペー 
ジ「オーディオサービスでの接続」の手 
順で接続し直してください。 


携帯電話の音楽を聴< 

















♦ iu 下のとさは、オーディオヴービスび切 
断されます。 

. 音楽再生中の着信に応答し、約] 0分経 
過後に通話を終了したとさ 
-携帯電話び音楽再生似34の状態で、約 
]0分拾^上経過したとさ 
音楽再生を再開したいとさは、 ]] ペー 
ジ「オーディオサービスでの接続」の手 
順で接続し直してください。 


音楽再生時のボタンと動作 


接続機器から FOMA P 903 i にし U 下の操作び 
行えます。 



携帯電話の音楽を聴< 
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動作環境 


0 
r+ 

s トランスミッターをご使用いただくために 
了は、し U 下のよラな条件を満たした旧 M PC / 
ソ AT 、 およびその互換機び必要です。 

h 対応 OS (日本語版）： 

ウ Microsoft ® Windows ® 2000 
; Professional ( SP 4) 

J で Microsoft ® Windows ® XP Home 

5 Edition ( SP 2) 

ン Microsoft ® Windows ® XP 
ス Professional ( SP 2) 

[ 推奨インストール条件： 

ル CPU に lock ) :1 GHz む上 
ず メモリ容量：已 12 MB む上 

る 八ードディスク：100 MB 上の空さ容量 

必要な八ードウェア 

CD - ROM ドライブ(インス I ル時に必動 
USB 端子 

( USB 八ブおよび USB 延長ケーブルで接続 
した場合の動作は保証していません。） 

必要なソフトウェア 

Windows Media Player 7.1 降のパ’ージ 

ヨン 

(動作環境は2日日7年]月現在のちのです。） 
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Windows Vis ね™対応についてのお知5 せ： 

Bluetooth ソフトウエアの Windows 
Vista ™ 対応情報については、下記の 
URL をご覧ください。 

http ://_ panasonic . 止/ SU 脚〇け/ 


クエアをインストールする 


•推奨環境のすべてのパソコンについて動作 
を保証するをのではありません。 

• NEC PC -98 シ U —ズとその互換機での動 
作は保証していません。 

• Macintosh には対応していません。 

• 左記対応 0 S 外の Windows 環境での動 
作は保証していません。 

• 0 S のアップグレード環境での動作は保証 
していません。 

• マルチブート環境での動作は保証していま 
せん。 

•システム管理を権限 （ Administrator ) の 
ユーヴーのみで使用可能です。 

• お客様び自作されたノ（ソコンでの動作は保 
証していません。 

• 64 ビット日 S 搭載のパソコンでの動作は 
保証していません。 

•他のソフトウェアび同時に起動している場 
合はこの限りではありません。 

• 言語設定を日 S 言語外に変更しているパ 
ソコンでの動作は保証していません。 

• Bluetooth 機能び内蔵されているパソコ 
ンには、このソフトウェアをインス!ル 
しないでください。正常に動作しなくなる 
ことびあります。 

•動作保証対応 0 S (言語）外のパソコン 
での動作は保証していません。 







:アのインス I ル 


> Bluetooth 機能び内蔵されているパソコンには、このソフトウエアをインストールしない 
でください。正常に動作しなくなることびあります。 

>インス I ルの途中でトランスミッターを接続する指示びあります。それまでトラン 
スミッターを接続しないでください。 

>ィンス I ルの前に、他に起動しているアプリケーシヨンをすべて終了してください。 


〇パソコンの電源を入れ 、 Windows 
を起動する 

〇 付属の CD - ROM を CD - ROM ドラ 
イブに入れる 

•インス I -ーラーび自動的に起動します。 
•画面の指示に従って操作してください。 

& トランス S ッター接続の指示び表示 
された5、パソコンの US 己端子に 
トランスミッターを接続する 

[ Bluetooth デバイス X •を取り付けてから 
「0 K 」 ボタンをク U ックしてください。] 


〇 <インストールの完了画面> で[完 
了]をクリックずる 

パソコンを再起動すると、インス!-ール 
び完了します。 


条件によっては、インス!-ールに]已分じ ( 
上かかることをあります。 


インストーラーび自動的に起動されない 
場合 I ホ • • • 

1 Windows のスタートメニユーで「ファ 
イル名を指定して実行」をクリックする 



Bluetoot 了ソフトゥ H アをインスト—ルずる 

〇ブ 681 日に 






















本機とトランス5ツターを機器登録する 


本機とトランスミツターとの機器登録 （ペアリング） 


パソコンに Bluetooth ソフトウエアをイン 
ストールしたあと、本機とトランスミッタ 
一を機器登録（ペアリング）します 
準備：本機を D-snap port 対応機器に取り 
付ける。 （0^9 ぺージ） 

〇本機の通信ランプびゆつ< り点滅し 
ていることを確認する 

Q 本機のち横にある PAIRING ボタン 
を通信ランプび速<点滅するまで巧し 
たままにする 

本機びペア U ング待機状態になりました。 



©パソコンでな下の操作を行い、約已 
分な巧に営録する 

1「スタート」メニューで、「すべてのプ 
□グラム」一 「 Bluetooth 」 

一 「 Bluetooth 設定」の順にクリック 
し、 r 新しし偃続」か5 r 新しし、接続 
の追加ウィザード」 * を起動する 

※登録されている機器びないとさは自 
動的に起動します 

2接続設定作成モードで「エクスプレス 
モード（おすすめ)」を選択する 

必要な接続サービスび自動的に設定さ 
れます。 


PA 旧 ING ボタン 



このウィザード田81«16れ〇化巧古^\の巧民贾ミモ巧巧します。 


国 

1 H 歴 機 

1 【0脚スブ I ：■スモ.こ -F 腸典懲 】 

1 〇 カスタムモ-ドむ） 

巧简じぶ'更かち郁を、註を化こ試ちできます。 

— ;二1 1 みへ邮> J 1キヤシむレ 1 


本機とトランスミッタ—を機器登録する 

















3 「次へ」を選択する 


Bluetooth 機器の探索モードにな 
り、トランスミッターの周辺にある 
Bluetooth 機器を探します。 

本機を見つけると、 「 SH - FX 已 70 R 」 
と表示されます。 

「 SH - FX 已 70 R 」 と表示されないとき 
は、「更新」を押すか、「戻る」を押 
して前の画面からやり直してくださ 
い。 

4 「 SH - FX 已 70 R 」 を選択する 



己 Bluetooth パスキ ー X のテキストボツ 
クスを選択し、「0000」を入力する 


《 Bluetooth 機能対応機器同±び、 
互いの機器を認証するために使用 
する番号のことで、をメーカー、 

各機器により、名称は異なります。 
本機の場合は「0000」（ゼ □ 4個) 
です。 

登録び完了すると、本機の通信ラン 
プび約]秒間点灯し、そのあとゆつ 
くり点滅します。 

•本機とトランスミッターは、できるだけ近 
づけて登録してください。 


ペアリング待機が態の解除 

ペアリング待機状態のとき、 PA 旧 ING ボ 
タンををラー度押すとペア U ング待機状 
態び解除され、通信ランプびゆつ < り点 
減します。 


本機とトランスミッタ—を機器登録ずる 
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本機とトランス5ツターを通信接続する 


:アを起動ずる 


Bluetooth ソフトウエアは常駐アプ U ケーシ 
ヨンです。インス!-ール後はパソコンの電源 
を入れると、自動的に起動します。 

任意で起動する場合： 

「スタート」メニューで「すべてのプ□グラム」 
一 「 Bluetooth 」 一 「Bluetooth 設定」の 
順にク U ックする 

[目 luetoo 化(目）をち (V) ヘルブ出） 


渡) 好 


le 說田 .] [? 


Bluetooth 設定 


Bluetooth 設定について 

•パソコンの 「 Bluetooth 設定」の 
「 Bluetooth 」 タブの「オプション」 

でトランス三ッターの初期設定値を変 
要することは可能ですび、その場合の 
動作は保証していません。 


Bluetooth Mana 呂 er アイコンの色 
表示について 

パソコンのタスクバーに収納されている 
Bluetooth アイコン（贷）は、状態によつ 
て色び変化します。 

• 緑色正常に通信接続されている場合 
• 白色通信接続びされていない場合 
•赤色 トランス三ッターび USB 端テ 
に接続されていない場合 
トランス三ッターび正常に認 
識されていない場合 


パソコンの状態によっては 




>他のアプ U ケーシヨンを動作させて 
いる場合など、パソコンの動作負荷 
び重い場合、音び途切れたり、接続 
機器の操作反応び遅< なることびあ 
ります。 

> DVD などの音声を本機を接続した機 
器で聴<場合、通信環境またはパソ 
コンの状態によっては、映像と音声 
にタイムラグび生じることびありま 
す。 


本機とトランスミッタ—を通信接続する 

























SH - FX 570 K のみ 


本機とトランスミッターとの通信接続 


機器登録した本機とトランス三ッターを通信 
接続します。 

〇本機の通信ランプがゆつ < り点滅し 
ていることを確認する 

©パソコンの rBluetooth 設定 J を 
開 < (0^1 8ぺージ） 

© IShHF^ORj をダブルクリック、またはち 

クリックのメニューか5 r 接続 J を 
選がすると、通信接続されます 

•本機とパソコンび才ーディオヴービス^1、 
U モコンサービス^ • 2で通信接続され 
た状態になります。 

音楽を本機を接続した機器で聴け 
るよラにするサービスです。 

^2パソコンや携帯電話の音楽を接続 
機器の U モコンで操作でさるよう 
にするサービスです。 


通信接続時の状態 



通信接続状態 

通信未接続状態 

アイコン 

(パソコン） 

盛 

SH - FX 570 R 

反 i 

； SH - FX 570 R ' 

通信ランプ 
体機） 

点灯 

ゆつ < り点滅 


通信接続を切断ずるとを 
〇パソコンの [Bluetooth 設定 J を 
開く（眠 18 ぺージ） 

盛 

© : SH - F 微扣 R ; をちクリックして、メニュ 
一から r 切断 J を選}尺ずる 

〇 r はい J を選択ずると、通信接続び切 
断されまず 


本機とトランスミッタ—を通信接続する 















パソコンの音楽を聴 < 


パソコンの音楽を再ちする 


パソコンから音楽を再生するち法 （®) と接続機器から音楽を再生するち法（⑥）の2通 
りあります。前ページまでの操作を行ラと、トランスミッターと本機びオーディオヴービ 
スと U モコンヴービスで通信接続された状態になります。そのまま®または⑥の操作を 
行ってください。 

@ パソコンか !3 Windows Media Player の音楽を再生する 


〇 Windows Media Player Z ' 


0 接続機器の音量を調整する 



〇接続機器の [► D . port ] を巧す 

通信接続※1され 、 Windows Media Player び 
起動 ’x 2し、音楽び再生されます。 

通信接続していないとさ 
Windows Media Player び 
~ 起動していないとき| |- 


0接続機器の音量を調整する 




•通信接続していないときや 、 Windows Media Player び起動していないときなどにおいて 
は音楽再生までに時間びかかることびあります。 

•前に演奏した曲から再生び始まります 。 Windows Media Player の初回起動時や、曲び選択 
されていない状態など、使用環境などによっては自動的に再生び始まらない場合びあります。 
•携帯電話との通信接続を切断してパソコンと通信接続するとさは、接続機器から通信接続 
でさません。パソコンから通信接続を行ってください。 （0^1 9ページ） 


パソ n ンの音楽を聴く 


止 























































SH - FX 570 K のみ 


音楽再生時のボタンと動作 


接続機器から Windows Media Player にし U 
下の操作び行えます。 


Windows Media Player の起動 


► D.port 


Windows Media Player び 
起動していないとき、巧す 


* Windows Media 円 ayer び起動して、前に演 
奏した曲から再生び始まります。使用環境など 
によっては自動的に Windows Media 円 ayer 
び起動しない場合や、自動的に再生び始まらな 
い場合びあります。 

»接続機器から Windows Media 円 ayer を終了 
させることはでさません。 


► D.port 


停止、または一時停止 
が態のとき、巧す 


■ 


一時停止 


► D.port 


巧ず 


再生中に、押す 


とび越し（スキップ） 


►N (進む） 
\« 煩る） 


押す 


\« を押すと、]つ前の曲の頭から演奏します。 


パソコンか6離れていたり、電液のが 
態によって音び透切れたり巧音び入る 
場合 I ホ • • • 

〇パソコンの旧 luetooth 設定 J を開 
く（阪18ぺージ） 

0 风 をちクリックしてメニュ ー 

か6 r 詳細 J を選択ずる 

「 SH - FX 已 70 R の詳細」ダイア□グ 
び開さます。 

© 芭質 J のところで r 標準 J を選択ずる。 

•「自動」および「低音質」を設定した 
とさの動作の保証はしていません。 
•お買い上げ時は「高音質」に設定さ 
れています。 


音楽び聞こえない場合は ••• 

パソコンの音量び三ュート、またはル 
さく設定されていませんか。ボリュー 
ムコント□ールで設定してください。 


本書では Windows Media Player での 
説明をしています。他のアプ U ケーシヨ 
ンでの動作に関しては、保証していませ 
ん。 


ヴコンの音楽を聴< 弓 i 























まを上のごま意 （ (8(1 ずぉ守りください 


■ お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、 
必ずお守りいただくことを、次のように説明しています。 


I 表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度 
至を、次の表示で区分し、説明しています。_ 




この表示の欄は、「死 t または重傷などを負ラ可 

/!\言百 

能性び想定される」内容です。 

A ミ主意 

この表示の欄は、「傷害を負ラ可能性または物的損 
害のみび発生する可能性び想定される」内容です。 

お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。 

(下記は絵表示の一例です。） 

A 

この絵表示は、気をつけていただきたい「ミ主意喚起」内容です。 

0 

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。 

〇 

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。 
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A 警告 


分解禁止 


分解•改造をしない 

機器び故障したり、金属物び入ると、やけどや乂災の原因に 
なります。 

内部の点検や修理は、販売店にご依頼ください。 


〇 


USB トランスミッターは、乳幼児の手の届かないところに保 
管する 

誤って飲み込むおそれびあります。 

•万一、飲み込んだと思われるとさは、すぐに医師にご相談く 
ださい。 


安全上のご注意 
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A 窒告 


Q 

S) 

Q 


自動ドア、义災報知器等の自動制御機器の 

近くで本機および USB トランスミッターを使用しない 

本機および USB トランスミッターからの電波び自動制御機器 
に影響を及ぼすことびあり、誤動作による事故の原因となり 
ます。 


病院内や医療用電気機器のある場所で本機および USB トラン 
スミッタ ーを 使用しない 

本機および USB トランスミッターからの電波び医療用電気機 
器に影響を及ぼすことびあり、誤動作による事故の原因とな 
0ます。 


/こ、臓ペースメーカーを装着している方は装着部か5 22 cmrn 
内で本機および USB トランスミッターを使用しない 

本機および USB トランスミッターからの電波びペースメー 
カーの作動に影響をちえる場合びあります。 








0 


強い衝撃を与えたり、投げつけたりしない 

取り扱いを誤ると、乂災•感電の原因になります。 


0 


異常に温度が高 < なるところに置かない 

特に真夏の車中、車のトランクの中は、想像上に高温（約 
6日で1；^上）になります。本機および USB トランスミッター 
を絶対に放置しないでください。機器表面や内部部品び劣化 
するほか、乂災の原因になることびあります。 


• Bluetooth ® は 、 The Bluetooth SIGi Inc . の登録商標であり、ライセンスに基づき使用 
しております。 

•「着うた®」「着うたフル®」は株式会社ソニー•ミュージックエンタテインメントの登録 
商標です。 

•「 FOMA 」「 FOMA 」 □コ ' 「 i アプ U 」 「 i モーション」は NTT ドコモの商標または登録 
商標です。 

• Microsoft とその□ゴ、 Windows、Windows Media および Windows Vista は米国 
Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

• IBM および PC/AT は米国 International Business Machines Corporation の登録商 
標です。 

• Macintosh は米国 Apple Inc . の商標です。 

■その他、本文で記載されている各種名称、会社名、商品名などは各社の商標または登録商 
標です。なお、本文中では TM 、 ⑩マークは一部明記していません。 


安全上のごを意 









巧障かな！？ 


e 


修理を依頼する前に、この表で症状をお確かめください。なお、これらの処置をしても直らな 
い場合や、この表む外の症状は、お買い上げの販売店にご相談ください。 


音び聞こえない 
音び聞こえに<い 
巧音びする 
音び透切れる 

• 接続機器の D-snap P 0 け端テに奥まで入っていますか。 

• 本機の D-snap port 端デび巧れていませんか。 

• 携帯電話の影響で雑音び入る場合びあります。 

• 携帯電話と初回通信接続したとさ、巧の頭び少し切れる場合びあります。 

• 携帯電話の仕様や設定により、携帯電話操作時に音び途切れる場合びあります。 

• ワイヤレス通信に不具合びあります。 

• 本機!^ソ外の日 luetooth 対応機器を使用していませんか。同時に使用しないでください。 
•他のアプ U ケーシヨンを動作させている、 CD ドライブなどから音楽を再生さ 
せているなど、パソコンの動作状態によっては音び途切れる場合びあります。 

(巨のみ） 

•パソコンの音量びミュート、またはルさく設定されていませんか。ボリューム 

コント□ールで設定してください。 （ 


のみ） 

•パソコンび省電カモードになっていませんか。のみ） 

機器登攝(ペアリング） 
でをなし、 

本機を機器登録モードにしてから已分じ(上経過していませんか。已分じ(上経過す 
ると、自動的に解除になります。 

機器登録済みなの 
に、接続でをない 

• 本機では Bluetooth 対応機器を4台まで登録できますび、已台目];(降はちい 
わのから消去します。わう一度、機器登録してください。 

• ペアリング待機状態中に PAIRING ボタンを長時間巧したままにすると登録機 
器び消去されます。わう一度、機器登録してください。 

•パソコンと携帯電話にオーディオサービスで機器登録済みの場合、接続先の切 
換をするとさはパソコンあるいは携帯電話側で再度接続しなおしてください。 

( iciSBKWi ]:, のみ') 

通信ランプび点な 
しているのに音楽 
び再をされない 

• 一時停止または停止状態ではありませんか。 

•パソコンの音量びミュート、またはルさく設定されていませんか。ボリューム 

コント□ールで設定してください。 （ 

かんの 

のみ） 


音楽再を中に、音び 
聞こえな<なつた 

メールやメッセージ （ R / F ) を受信したり、電話着信したりしていませんか。 
携帯電話をお確かめ < ださい。 

機器登録済みなの 
に、パソコンとの接 
続に失敗する 

fKSBK もでか】：*のみ') 

•パソコンび他のデバイスと接続済みではありませんか。 

•機器登録を削除し、パソコンを再起動させて、再度機器登録してください。 


故障かな。： 



接続機器のボタンを巧し パソコンの動作状態によっては、反応び遅くなることびあります。 

ても反応び遅い 

(巨のみ） 

接続機おか S Windows 本機は Windows Media 円 ayer 7. 11；(降に対応しています。 

Media 円 ayer を操作で 
をない 


接続機おか S Windows 接続機器から Windows Media Player を終了することびできません。 
Media 円 ayer をお了で パソコン上で操作して、終了してください。 

をない 


音楽は再生できるび接続 
機器か6操作びで去ない 
(巨立^33のみ）^ 

Windows のエラーメッセ 
—ジび表示される 
パソコンの動作び不安定 
になる 

伯： のみ、 


• 本機は Windows Media Player 7.1 の>降に対応しています。 
•パソコン上で Bluetooth 設定の 「AV U モートコント□-ルヴービス」 
び OFF になっていませんか。 

似下の操作を行わないでください。動作び不安定になる場合びあります。 
-通信接続中にトランス三ッターを抜く。 

-通信接続中に Bluetooth 設定画面のオプシヨンまたはタスクノ（一の 
己 luetooth アイコンをちク U ックして 「 Bluetooth オフ」を選択する。 
-通信接続中にタスクバーの Bluetooth アイ]ンを左クリックから切断 
する。 


ワイヤレス通信できないときや、切断されるときは、じ TF のことをお確か 
め < ださい 

•接続機器の電源スイッチび ON になっていて、セレクターび D-snap po けになっていま 
すか。（欧9ぺージ） 

•ワイヤレス使用可能距離の約] Om を越えていませんか。また、間に障喜物びあったり、 
他機器からの影響を受けていませんか。（阪已ページ） 

•携帯電話、トランスミッター•化の機器登録はしましたか。（欧10、16ぺージ） 

• 登録済み携帯電話、トランスミッターと本機をオーディオサービスで接続していますか。 

(欧11、19ぺージ） 

※巨立^ IQ のみ 



故障かな。： 

01768^0正 




f 修理 • お取り巧い • お手入れ などのご相談は… 

_まず、お買い上げの販売店へ ぉ申し付けくださぃ。_ 

転居や贈答品などでお困りの場合は… 

»修理は、サービス会社•販売会社の「修理ご相談窓口」へ！ 

•使いかた•お買い物などのお問い合わせは、「お客様ご相談センター」へ！ 

■保証書（別添付） 

お買い上げ曰•販売店名などの記入を必ず確かめ、お買い上げの販売店からお受け取り<だ 
さい。よくお読みのあと、保管してください。 



■補修用性能部品の保有期間 

当社は、このワイヤレスオーディオキットの補修用性能部品を、製造打ち切り後8年保有しています。 
注）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 



26ページの「故障かな！？」の表に従ってご確認のあと、直らないとさは、お買い上げの販売 
店へご連絡ください。 

• 保証期間中は 

保証書の規定に従ってお買い上げの販売店び修理をさせていたださますので、恐れ入ります 
び、製品に保証書を添えてご持参ください。 

• 保証期間を過ざているときは 

修理すれば使用でさる製品については、ご要望により修理させていたださます。下記修理料 
金の仕組みをご参照のラえ、ご相談ください。 

• 修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成されています。 

原術到 は、診断-故障個所の修理および部品交換-調整-修理完了時の点検などの作業にか 
_ かる費用です。 

邸品巧 は' 修理に使用した部品および補助材料代です。 

匹張到は、製品のある場所へ技術ちを派遣する場合の費用です。 


巧証とアフターヴービス（よくお読みください) 
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保証とアフタ—ヴ—ビス 




「よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」などはホームページをご活用ください。 
httD://Danasonic.ip/su 哩〇け / 


使いかた-お買い物などのご相談 


修理に関するご相談 

ナショナルパナソニック 

お客様ご相談センター 


ナショナルパナソニック 

修理ご相談窓 □ 

36 已曰/受付 9 時〜 20 時 

電話茄ル函 0120 -878-365 

■ 携帯電話 . PHS でのご利用は … 06-6907-1187 

FAX 器; ル 画 0120 -878-236 


ナビダイヤル (全国共通番号） 

因 0570 -087-087 

• 呼出音の前に NTT より通話料金の目安を 
お知らせします。 

•携帯電話- PHS 等からは最寄りの修理 
ご相談窓□に直接おかけください。 
•最寄りの修理ご相談窓口は、次ページを 
ご覧ください。 

Help desk for foreign residents in Japan 
Tokyo (03)3256-5444 Osaka (06)6645-8787 
Open :9:00 -17:30 

(closed on Saturdays / Sundays/national holidays ) 



ご連絡いただきたい内容 

製品名 

ワイヤレスオーディオキット 

お買い上げ曰 

年月 曰 

品ま 


故障の状況 

でさるだけ具体的に 


ご相談お□における個人情報のお取り扱い 

松下電器産業株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情報やご相談内容を、ご相談への 
対応や修理、その確認などのために利用し、その記録を残すことびあります。また、個人情報 
を適切に管理し、修理業務等を委託する場合や正当な理由びある場合を除さ、第兰者に提供し 
ません。お問い合わせは、ご相談された窓口にご連絡ください。 


保証とアフタ—ヴ—ビス 























巧証とアフターヴービス（よくお読みください) 


※電話番号をよくお確かめの上、おかけください。_ 


ゴヒ m m 


木し 幌 札幌市厚后 U 区厚別南 
2 了目1 7-7 

巧(01 1)894-1251 

旭 JII 旭川市 2 条通 16 了目 
11色色 

巧 （0166)22-301 1 


:帯広市西2 
2T 目 23 -: 

巧 （0155): 


西 20 条化 


1 55)33-8477 

函館 函館市西お梗 


青 森 青森巿大字ミ兵田 
宇豊田 3 巨 4 

巧 （017)775-0326 

秋田 秋田巿東通り 2 T 目 
1-7 

巧 (018)831-7833 

岩手 盛岡市厨川已了目 
1 -43 

巧 （019)64 己- 6130 


宮城 仙台巿宮城野区扇町 
フ - 4-1 S 

巧 (022)387-1 117 

山开 ミ山形巿平清水 IT 目 
1 -VB 

巧 (023)641-8100 

福 島郡山市亀田1了目 
5 1-15 

巧 (024)991-9308 




栃木宇都宜巿上戸祭 
3Tg3-l 曰 

巧 (028)689-2555 
ち羊馬前橋巿箱田町 32 ち-1 
巧 （027)254-2075 

茨城つくば市筑穂 3T 目 

1 5-3 

巧 （029)864-8 ァ56 

: t 奇玉桶川市ホ堀 2 了目 4-2 

巧 （048)728-8960 

千票千葉市中央区末広 
已 T 目曰- 5 

巧 (043)208-6034 

東京東京都世田谷区宮坂 
2T 目 26 - 1 7 

巧 （03)5477-9780 

山 梨甲府市宝 1 T 目 

4 - 1 3 

巧 （055)222 己171 

巧蔚 II 横ミ兵巿港南区曰野 
己] - S3 - 1 6 

巧 （045)847-9720 

新漏新潟市東巧 1 了目 

5 - ] 4 

巧 （025)286-0171 


石川 金沢市横川3了目20 

巧 (076)280 6608 

富 山 富山市根塚町1了目 
1-4 

巧 (076)424-2549 
福 井 福井巿問屋町 2 T 目] 4 
巧 （0776)25-5001 
長野松本巿寿： j ヒ 7T 目 3-]1 
巧 (0263)86-9209 

静岡静岡巿奠区千代田 
7 了目 7-5 

巧 （054)287-9000 


愛知ちち屋市瑞穂区 
塩入町 8- 1〇 

巧 (052)819-0225 
岐阜岐阜巿中鶴 4 T 目42 
巧 （058)278-6720 

高山高山巿巧岡町 3 T 目 
82 

巧 （0577)33-0613 
=重津巿义居野村町 
字山神421 
S (059)2 已己 -1380 


滋賀栗東巿霊仙寺1了目 
1 - 4S 

巧 (077)582-5021 

京者 P 京都市伏見区竹田 
中川原田了刀-4 

巧 （07 已 )646-2 123 

大阪大阪市ゴヒ区本圧西 
1 T 目 1 -7 

巧 （06)63 己 9-6225 


奈良大和郡山市筒井町 
SOO 番地 

巧 （0743)59-2770 
和歌山和歌山巿中島 499-1 
巧 （073)47 己-2984 
兵庫巧戸市中央区 

琴ノ緒町 3 T 目 2-6 
巧 (078)272-6645 


鳥 取 鳥取市安長 295-1 

巧 （08 已 7)26-9695 

米子 米子巿米原 4 T 目 
2-33 

巧 （08 曰 9)34-2 129 

松江 松江巿平成町 
182番地14 

巧 （0852)23-1 128 
出 雲出雲巿渡橋町416 

巧 （0853)21 3133 


浜田 お田市下府町 32 フ -93 
巧 (0855)22-6629 
岡山 岡山市田中] 38-1 1 〇 
巧 (086)242-6236 
広 島広島市西区南観音 
S 了目 1 3-20 
巧 (082)295-501 1 

山 □ 山口巿ル郡下郷 
220-1 

巧 （083)973-2720 


香川 高松市勒使町 1 52-2 

巧 （087)868 6388 
徳島徳島市沖ミ兵 2 了目 36 
巧 （088)624 0253 


高知高知市仲田町 2- 16 
巧 （088)834-3142 

愛媛愛驢県伊予郡祗部町 
八倉 75-1 

巧 （089)905-7544 


福岡春曰巿春曰公園 


佐賀佐賀巿鍋島町大字 

ノ V 戸字上深町 3044 

巧 （09 己 2)26-91 51 

長崎長崎市東町 1 040-1 
巧 (095)830-1658 

大分大分市棘原 4 T 目 
泛 -3 己 

S (097) 已已 6-38 15 


宜崎宮崎巿本郷北方 
字草葉2099 -2 

巧 (0985)63-1213 
貫長 本 熊本巿健軍本町 1 吕 -3 
巧 （096)367-6067 

天草本渡市港町 18-11 

巧 (0969)22-3125 
鹿巧島鹿児島市与次郎 
1 T 目臣 -33 
巧 （099)250-5657 
大島名瀬巿長お町 10-1 
巧 （0997)53-5101 


所在地、電話番号が変更になることがありまずので、 
あ 5 かじめご了承ください。 090 
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まな仕様 


■ SH-FX 已 70R 

ミ 原： 

Bluetooth パ’ージョン： 
送信出力： 


Ver .1.2 準拠 
Class 2 
(2 .已 mW ) 
約] 0 m 


見通し通信距離 X ’： 約 ] Om 

Bluetooth 搭載プ□ファイル： 

A 2 DP、AVRCP 

通信方式： 

2.4 GHz ^ FH-SS 
(周波数ホッピングスぺクトラム拡散方式） 
使用温度範囲： 〇む〜40む 

最大がお寸法（幅 X 高さ X 奥行）： 

86 mm X 33 .已 mm x 9.3 mm 
質量： 約] 8.已 g 


目がかん] M のみ 

■ SH-F) (已已 0T 

電源： DC 已 V ( USB ) 

Bluetooth パ’ージョン： 

Ver .1.2、 Ver .2.0 + EDR 準拠 
送信出力： Class 2 

に.已 mW ) 

見通し通信距離 X ’： 約 ] Om 

Bluetooth 搭載プ□ファイル： 

A 2 DP、AVRCP 

通信方式： 

2.4 GHz ^ FH-SS 
(周波数ホッピングスぺクトラム拡散方式） 
使用温度範囲： ]0む〜3已む 

最大外形寸法（幅 X 高さ X 奥行）： 

已已.已 mm X 8.8 mm x 1 7.6 mm 
約 6 g 


質量： 


^ 見通し通信距離は、ノートパソコンに接続 
した USB トランスミッターを使用し、温度 
2已 ° C 、 高さ1 .2 m 、 USB トランスミッタ 
一とワイヤレスオーディオレシーノ（一を見通 
し状態で測定したわのであり、間に人び入る 
など使用条件により異なる場合びあります。 

この仕様は、性能向上のため変更することびあ 
ります。 


主な仕様 


—このマークびある場合は一 


ヨー□ッノ 合 m 外の国の廃棄処分に関する情報 

このシンボルマークは EU 域内でのみ有効です。 

製品を廃棄する場合には、最寄りの市町村窓□、または販売店で、 
正しい廃棄ち法をお問い合わせください。 




便利メモ （おぼえのため、記入されると便利です) 


お買い上げ日 

年月日 

品番 


販売店名 

電話 （ ） 一 


松下電器産業株式会社ネットワーク事業グループ 

〒己71 -8504 大阪府門真市松生町1番1己号 
⑥2007 Matsushita Electric Industrial Co ., Ltd . 

All Rights Reserved . RQT8940 〇 

F0107MG0 









